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冬の北びわこ周遊観光キャンペーン
乗り放題の周遊バスで楽々アクセス！
●運転日：2/7（土）・8（日）・14（土）・15（日）・21（土）・22（日）
●周遊スポットを10台のバスが終日運行
●一日乗車券（おとな300円、こども150円）で当日に限り一日乗り
　放題。乗車券はバスの車内で販売しています（予約不要）
●車内で地元観光ボランティアが見所を詳しくご案内

ＳＬ北びわこ号が、湖北を走る（米原～木ノ本間）
●運転日：2/8（日）・15（日）・22（日）
●運転区間：米原～木ノ本間（22.4キロ）　
●牽引機関車：Ｃ56（愛称：ポニー）
●運転本数：1日2本
●運転時刻：米原発（9：30）→木ノ本着（10：10）
　　　　　 米原発（13：01）→木ノ本着（13：57）
●必要な乗車券類

※（ 　）内は「こども」運賃・料金
※定期券ではご乗車になれません
●指定席発売方法：運転日の1カ月前の午前10時から全国の
　「みどりの窓口」などで発売します

2/20
（金）

草　津 劇団東京ヴォードヴィルショー
三谷幸喜作 「その場しのぎの男たち」

ポリティカル・コメディ（政界喜劇）の大傑作！世界に挑んだ明
治の男達の滑稽にして懸命な物語。劇団創立30周年記念公演！
出演：佐藤Ｂ作・佐渡稔・石井愃一・市川勇・あめくみちこ
●場所：草津文化芸術会館
●時間：18:30開演（18：00開場）
●料金：全席指定 一般4,000円、青少年（18才以下）2,000円
●備考：未就学児入場不可
●お問合せ：草津文化芸術会館/077-564-5815

朽　木 冬に野生動物は何しているの？
かんじきをはき、雪の上の野生動物の足跡をたどります。
どの様な生活をしているのか、一緒に調べましょう！
●場所：朽木いきものふれあいの里センター
●時間：9:30～12:00（集合9：20）
●料金：無料
●備考：定員20名（小学生以上）
●持ち物：手袋、防寒服、カッパ、長靴、帽子、タオル
　　　　 筆記用具、水筒
●予約受付：2月10日（火）まで
●お問合せ：朽木いきものふれあいの里センター/0740-38-3110

栗　東 小ホールピアノリサイタルシリーズpage5

迫昭嘉 ピアノ・リサイタル
現在、発売が進んでいるＣＤ・ベートーヴェンの「ピアノ・
ソナタ全集」も絶賛を浴びている迫昭嘉。実はイタリア
に縁が深い彼、イタリア生まれのピアノ「ファツィオーリ」
との出会いは如何に？！
●場所：栗東芸術文化会館さきら 小ホール
●時間：15:00（開場14:30）
●料金：一般2,500円、友の会2,250円
　　　 特別料金（学生・65歳以上、要証明書）1,500円
●お問合せ：栗東芸術文化会館さきら/077-551-1455

木之本 冬の北国街道で遊ぼう！
北国街道筋（江戸時代の主要道）にあたる「地蔵のまち
木之本」は、当時の風情がそのまま！雪だるまコンテス
ト、クイズ＆スタンプラリーなど、心温まるイベント！
●場所：木之本町地蔵坂、北国街道一帯
●料金：無料
●備考：他にも特典（商店での割引など）あり！
●お問合せ：木之本町観光協会 /0749-82-5909
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高島・白鬚神社9
高島から対岸を望む。大鳥居の向こうに見えるのは沖島（近江八幡）。天気のいい
夕刻には伊吹山、長命寺山、三上山・・・と、対岸がくっきりと映し出される。白鬚
神社は延命長寿・長生きの神様。本殿脇にある湧水の清らかさを与謝野鉄幹・晶子
が歌に残した。
「しらひげの　神の御前にわくいずみ　これをむすべば　人の清まる」

白鬚神社の鳥居越しに沖島を望む　　写真／㈱ヤマプラ・大岩

区　間
米原～長浜
米原～木ノ本

普通運賃
190円（90円）
400円（200円）

指定席料金

510円（250円）

合　計
700円（340円）
910円（450円）

大　津 トウキョウ・ウィンズ VS
　　　田中靖人 VS 白石光隆

日本吹奏楽界のカリスマ達にパワフルなピアノが加わっ
て、今、エキサイティングなスーパー・セッションが始まる！
出演：トウキョウ・ウィンズ（岩佐和弘/和久井仁/赤坂達三
　　　藤田旬/小川正毅）、田中靖人、白石光隆
●場所：びわ湖ホール 小ホール
●時間：14:00（開場13：30）
●料金：一般3,500円・青少年（25歳未満）2,500円
●備考：※6歳未満のお子様入場不可
●お問合せ：びわ湖ホールチケットセンター/077-523-7136

湖国ごちそう紀行湖国ごちそう紀行

エクシブ琵琶湖
坂田郡米原町大字磯字
男鳥川1477番 2 
TEL.0749-52-6111（代）

立春を迎えても、季節はまだまだ冬。
北風の中、家灯りが心細く見える日には

鍋をかこむのが一番。
そして、鍋料理に欠かせないのが豆腐。

今回はこだわり豆腐を求めて
米原町の「北新豆腐店」を訪れました。

（取材・三澤）

（取材・鋒山）

ユバづくりの一場面

「北新豆腐店」
は米原駅東口
近くの国道8
号線から小路
を入った所に
ある江戸時代

から続く豆腐屋さんです。ご主人
の北村晋也さんのこだわりは、原
料の大豆やにがり、そして笑顔。
「大豆は滋賀や富山などの国産を、
そしてにがりは伊豆などから取り
寄せたものを使っています。でも一
番のこだわりは、お客さんとのやり
とり。『幸せ顔』で作る豆腐を地
元の人に食べてほしい」
と北村さん。

豆腐作りは朝5時半か
ら始まります。大豆を

煮て豆乳を絞り、にがりを打って固
めます。天然のにがりを使う場合、独
特のコツと呼吸が必要との事。お勧
めの「よせ豆腐」を何もつけずに冷
たいまま一口。中身がぷっくりと詰
まっていてマンゴーのような食感、甘
い、香り高い・・・！「豆腐ってこんなに
おいしいの？」これぞ、納得の豆腐。

北村さんの豆腐を
使った料理が食
べられると聞いて
さっそく琵琶湖岸
にあるホテル「エ
クシブ琵琶湖」の
中国料理店「翆陽」
へと向かいました。料理長の大喜多
さんが、“北村さんの豆腐”を使う
理由は「上品さの中にしっかりとし
た味があること」。この日いただい
たのは「四川豆板醤山椒入り麻婆
豆腐」「カニ肉入り豆腐の煮込み」
「ピータンと豆腐の冷菜」どれもし
っかりした味付けを豆腐がやさし
く支えているという感じでした。
この日の米原は雪。クラシックな雰
囲気のレストランで料理をいただき
いつしか寒さも忘れていました。

昨年3月、滋賀オールドコーラスの
コンサートで笛を吹かせてもらった。
持ち時間は15分。「ちょっと短いな
あ」と思ったが、充実したひと時
だった。
11組のグループが次々と登場され
「牧場の朝」「椰子の実」「森の水車」
など、やわらかい声がホールに響き
聞いているうちに心が安らいできた。
そばで妻も感動し、鼻をすすりな
がら舞台が見えない私に詳しく様
子を話してくれた。
22年前に発足したこのグループは
団員年齢70歳～85歳。足腰の悪い
方は他人の手を借りながら舞台に
上がり、真剣に歌っておられると
いう。お揃いの美しいドレス姿の
中から戦中戦後の苦労がにじみ出
ているものの、皆さん晴れやかだ
という。
この人達がこれからも、ずーっと
平和な日本で歌い続けられたらど
んなに良いだろうと思った。
間もなく私も舞台に立ち、たくさ
んの拍手をいただいた。短い「15分」
だったが、重みのある時間だった。
昨今、大量破壊兵器、武力行使な
どという物騒な言葉が聞こえてく

るが、こんなとき私は、スペイン
のチェロ奏者パブロ・カザルスの
国連コンサートを思いだす。
94歳の老チェリストは、震える声で
しかし、はっきりとした声で「ス
ペインのカタロニアの鳥たちは青い
大空へ飛び立つと『ピース、ピー
ス（peace＝平和）』と言って鳴く
のです」と話し、静かにカタロニヤ
民謡「鳥の歌」を聞かせてくれた。
私もこれからは大空に向かって『ピ
ース、ピース』と笛を吹いていきたい。

（中主町在住）

昭和21年東京生ま

れ。2歳のとき病気

にて失明。フルー

トとの出会いは高校2年。新井力夫氏に師

事。昭和45年、全国盲学生音楽コンクール

にて優勝。以後、仲間と共にコンサート活

動を行う。フルートの他、リコーダー、オカ

リーナ、ケーナ、しの笛を演奏。

現在、マッサージ、はり業のかたわら、種々

の集まりでお話と笛の演奏活動を行う。盲

人用パソコンソフトを駆使してメール交換

を楽しむ。
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栗東市小野223-8　TEL：077-554-2733
●入館料／大人:200円、高大生:150円、小中
生:100円　※20名以上の団体は各50円引き
●開館時間／午前 9：30～午後 5：00
            （入館は午後 4：30まで）
●休館日／月曜日（ただし祝日と重なる場合は
開館）、祝翌日（ただし土・日曜日、祝日と重
なる場合は開館）、年始年末（12/28～1/4）

2月29日（日）まで栗東歴史民俗
博物館でテーマ展「すこし昔の暮
らし」が開催されています。会場
に入った瞬間、目に入ってくるの
は懐かしい茶の間の風景。幼少時
代に祖母の実家で見た光景そのも
の。他にも白黒テレビ、蓄音機、
電気式洗濯機などが並べられ、ま

さに昭和30年代の暮らしがその
まま再現されています。
道具の移り変わりを見ていると
激しく変化してきた私たちの暮ら
しを振り返り、先人たちの工夫を
知ることができます。
「懐かしい？」「古臭い？」。展示
を見ながら家族が語り合うことで
世代間の交流を深めるキッカケに
もなるのではないでしょうか。
お帰りの際に
は博物館前に
ある旧中島家
住宅ものぞい
てみてください。こちらは栗東市
内にあった民家（江戸末期から明
治初年頃の創建）をそっくりその
まま移築復元したもので、農村の

生活をよ
く伝えて
います。

草　津 体験学習の日 「ヨシ笛を作ろう」
●場所：琵琶湖博物館
●時間：13:30～15：00
●料金：無料
●定員：30名程度・事前申込み不要
●備考：対象/小・中学生（小学４年生以下は保護者同伴）
　　　 2/28（土）もあります
●お問合せ：琵琶湖博物館/077-568-4811

2/20
（金）

彦　根 天体観望楽 第６回「天体よくばり一夜」
天体望遠鏡やプラネタリウムを利用し、天体・星の解説
を行います
●場所：彦根市子どもセンター
●時間：18：00～21：00
●料金：300円（小学3年生以下無料）
●備考：天候の都合により、順延や中止の場合あり
　　　 開催の有無については当日16：30に決定します
　　　 16：30～18：00の間にお問合せのうえご来館下さい
●お問合せ：彦根市子どもセンター/0749-28-3645

※イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい。
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エクシブ琵琶湖

坂田群米原町米原521
 TEL.0749-52-0048


